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の分布は、総務省統計局による 2014 年 9 月 1 日時点の性別と年齢の分布に近似するよ
うに割り当てた。「近似する」とは、ほぼ一致はしているが、四捨五入によって多少の
ズレが生じるという意味である。例えば 20～69 歳の全人口に占める 20～24 歳の男性
の比率は、3.93%であるので、20～24 歳の男性サンプルに割り当てるべき人数は 700
×0.0393=27.51 人であるが、実際には四捨五入して 28 人になる。さらに四捨五入のた
めに合計のサンプル・サイズが 700 にならなかったので、ちょうど 700 になるように、
各カテゴリの比率に 700 ではなく 701.2 をかけて割り当て数を決めている。 
 
 
表 1  サンプルの割り当て数 
性別 年齢 学歴 計 
    小中 高校 大学・短大以上   
男 20～24 歳 1 9 17 27 
25～29 歳 2 11 17 30 
30～34 歳 2 13 17 32 
35～39 歳 3 17 19 39 
40～44 歳 3 20 20 43 
45～49 歳 2 18 17 37 
50～54 歳 3 16 15 34 
55～59 歳 5 16 12 33 










60～64 歳 8 19 11 38 
  65～69 歳 12 18 9 39 
女 20～24 歳 1 8 17 26 
25～29 歳 1 9 18 28 
30～34 歳 1 11 19 31 
35～39 歳 2 15 20 37 
40～44 歳 2 20 20 42 
45～49 歳 1 19 16 36 
50～54 歳 2 18 14 34 
55～59 歳 5 19 9 33 
60～64 歳 9 23 8 40 
65～69 歳 14 22 5 41 











                                                
2 性別が i 年齢が j 学歴が k のサンプルの（サンプル全体に占める）比率を ݌௜௝௞ とする。ま
た、性別が i 年齢が j のサンプルの（サンプル全体に占める）比率を ݌௜௝・、性別が i 年齢が j 
のサンプルに占める学歴が k のサンプルの比率（条件付き比率）を ݌௞/௜௝ とする。条件付き確
率の場合と同じように、	
݌௜௝௞ ൌ ݌௜௝・ ൈ	݌௞/௜௝ 
という関係が必ず成り立つ。このサンプルの割当の比率を計算する際には、݌௜௝・は 2014 年 9 月






































































の手掛かりとなる、Q10 と Q12 の回答結果についてカイ二乗分析を行った。 
具体的には、Q10「ロケットの打ち上げや宇宙ステーションでの滞在中に死亡事故が
起きた場合、あなたはこの開発を続けるべきだと思いますか。」という問いに対して、1
「続けるべき」から 5「止めるべき」までの 5 件法で回答してもらうようにした。この











ることがわかる。（有意確率 p が 0.05 未満の時、差が有意であるということになる。以
下同じ。） 










いてまとめたのが以下の表 2 である。 
 
 







(X2=56.2, df=4, p=.000) 
 






















度数 82 59 145 38 28 352
パーセント 23.30% 16.80% 41.20% 10.80% 8.00% 100.00%
度数 19 57 151 77 44 348
パーセント 5.50% 16.40% 43.40% 22.10% 12.60% 100.00%
度数 101 116 296 115 72 700















(X2=14.3, df=16, p=.580) 
 























度数 14 18 42 26 11 111
パーセント 12.60% 16.20% 37.80% 23.40% 9.90% 100.00%
度数 17 24 59 28 11 139
パーセント 12.20% 17.30% 42.40% 20.10% 7.90% 100.00%
度数 24 30 68 19 17 158
パーセント 15.20% 19.00% 43.00% 12.00% 10.80% 100.00%
度数 21 19 61 22 11 134
パーセント 15.70% 14.20% 45.50% 16.40% 8.20% 100.00%
度数 25 25 66 20 22 158
パーセント 15.80% 15.80% 41.80% 12.70% 13.90% 100.00%
度数 101 116 296 115 72 700

































度数 27 31 21 79
パーセント 34.20% 39.20% 26.60% 100.00%
度数 81 142 98 321
パーセント 25.20% 44.20% 30.50% 100.00%
度数 28 42 31 101
パーセント 27.70% 41.60% 30.70% 100.00%
度数 81 81 37 199
パーセント 40.70% 40.70% 18.60% 100.00%
度数 217 296 187 700
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き」までの 5 件法で，Q2 も「仕方がない」から「絶対にあってはならない」までの 5
件法でたずねた．ただし，分析の際には Q1 は「続けるべき」「どちらともいえない」「や
めるべき」，Q2 は「仕方がない」「どちらともいえない」「あってはならない」の 3 カ
テゴリに分類しなおした． 
また，「宇宙開発についての詳しさ」を調べるため，宇宙飛行や人工衛星などについ
て知識を問う設問を 5 つ設けた．そのうち一つは，選択肢の 5 人の宇宙飛行士から知っ


















表 1 死亡事故後の有人宇宙開発継続への反応 
  死亡事故後の反応 





知らない 39	ሺ19.4%ሻ 92	ሺ45.8%ሻ 70	ሺ34.8%ሻ	 201	ሺ100%ሻ
普通程度 
知っている 111	ሺ32.1%ሻ 148	ሺ42.8%ሻ 87	ሺ25.1%ሻ	 346	ሺ100%ሻ
よく 
知っている 67	ሺ43.8%ሻ 56	ሺ36.6%ሻ 30	ሺ19.6%ሻ	 153	ሺ100%ሻ
合計 217	ሺ31.0%ሻ 296	ሺ42.3%ሻ 187	ሺ26.7%ሻ	 700	ሺ100%ሻ










表 2 重症事故後の有人宇宙開発継続への反応 
  重症事故後の反応 





知らない 47	ሺ23.4%ሻ 95	ሺ47.3%ሻ 59	ሺ29.4%ሻ	 201	ሺ100%ሻ
普通程度 
知っている 126	ሺ36.4%ሻ 142	ሺ41.0%ሻ 78	ሺ22.5%ሻ	 346	ሺ100%ሻ
よく 
知っている 73	ሺ47.7%ሻ 54	ሺ35.3%ሻ 26	ሺ17.0%ሻ	 153	ሺ100%ሻ
合計 246	ሺ35.1%ሻ 291	ሺ41.6%ሻ 163	ሺ23.3%ሻ	 700	ሺ100%ሻ
Χଶ ൌ 23.8, ݂݀ ൌ 4, ݌ ൌ .000 
 
宇宙飛行士の命が事故で失われる可能性に対する態度（Q2） 
表 3 は Q2 の回答と宇宙開発に関する知識のクロス表である．合計を見ると，宇宙飛
行士の命が事故で失われる可能性について「あってはならない」と答えた人は 42%で，





表 3 宇宙飛行士の命が事故で失われる可能性に対する態度 
  宇宙飛行士の命が失われる可能性 







知らない 41	ሺ20.4%ሻ 65	ሺ32.3%ሻ 95	ሺ47.3%ሻ	 201	ሺ100%ሻ
普通程度 
知っている 112	ሺ32.4%ሻ 91	ሺ26.3%ሻ 143	ሺ41.3%ሻ	 346	ሺ100%ሻ
 21
よく 
知っている 58	ሺ37.9%ሻ 38	ሺ24.8%ሻ 57	ሺ37.3%ሻ	 153	ሺ100%ሻ
合計 211	ሺ30.1%ሻ 194	ሺ27.7%ሻ 295	ሺ42.1%ሻ	 700	ሺ100%ሻ
Χଶ ൌ 14.4, ݂݀ ൌ 4, ݌ ൌ .006 
 
宇宙飛行士の死亡事故後から有人宇宙開発再開までの期間（Q3） 




である」に関しては，わずかに「中止すべき」が多いが，有意差はない（Χଶ ൌ 0,95, ݂݀ ൌ




表 4 宇宙飛行士の死亡事故後から有人宇宙開発再開までの期間 
  事故後再開までの期間 





知らない 25	ሺ12.4%ሻ 143	ሺ71.1%ሻ 33	ሺ16.4%ሻ	 201	ሺ100%ሻ
普通程度 
知っている 36	ሺ10.4%ሻ 262	ሺ75.7%ሻ 48	ሺ13.9%ሻ	 346	ሺ100%ሻ
よく 
知っている 21	ሺ13.7%ሻ 118	ሺ77.1%ሻ 14	ሺ9.2%ሻ	 153	ሺ100%ሻ
合計 82	ሺ11.7%ሻ 523	ሺ74.7%ሻ 95	ሺ13.6%ሻ	 700	ሺ100%ሻ





















































付録 1 宇宙開発に関する問題の答えと正答率 
 答え 正答率 












2016 年、国際宇宙ステーション（以下 ISS）が終了する。ISS とは、アメリカ合衆
国、ロシア、日本、カナダ及び欧州宇宙機関が協力して運用しているものであり、宇宙
















































図2  性別べつ事故後再開への平均反対度（エラーバーは95％信頼区間） 
































































飛行士による宇宙探査】について 5 件法（1～5 点で、数値が高いほどそう思う）で尋





図 5 性別べつの「宇宙飛行士は夢あるか」平均同意度 










か。」という問いがあり、5 件法（1 は「仕方がない」、5 が「絶対あってはならない」
とし、1～5 点で、数値が大きいほど反対を示す）で尋ねた。その結果を性別べつにグ





図 6 性別べつの宇宙飛行士が死亡することに対する平均反対度 




























図 7 学歴べつの「科学技術全般に関心があるか」平均同意度 
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図 8 学歴べつの「科学技術全般に関心があるか」平均同意度 















図 9 宇宙飛行士への関心と科学技術への関心の相関 



























図 10 学歴べつの平均世帯年収 




















図 11 宇宙税の課税の賛否と平均世帯年収との関係 
















































































表１_１．性別 と 宇宙飛行士による宇宙探査のクロス表 
 
宇宙飛行士による宇宙探査 
合計 関心がある 2 
どちらとも
いえない 4 関心がない 
性別 男 度数 108 111 88 32 13 352
性別 の % 30.7% 31.5% 25.0% 9.1% 3.7% 100.0%
女 度数 56 129 92 47 24 348
性別 の % 16.1% 37.1% 26.4% 13.5% 6.9% 100.0%
合計 度数 164 240 180 79 37 700
性別 の % 23.4% 34.3% 25.7% 11.3% 5.3% 100.0%
X2=24.0, df=4, p=0.000 
 
 
表１_２．性別 と 無人の探査機や人工衛星 のクロス表 
 
無人の探査機や人工衛星 
合計 関心がある 2 3 4 関心がない 
性別 男 度数 105 124 81 29 13 352
性別 の % 29.8% 35.2% 23.0% 8.2% 3.7% 100.0%
女 度数 56 124 96 48 24 348
性別 の % 16.1% 35.6% 27.6% 13.8% 6.9% 100.0%
合計 度数 161 248 177 77 37 700
性別 の % 23.0% 35.4% 25.3% 11.0% 5.3% 100.0%































表２_１.学歴 と 宇宙飛行士による宇宙探査 のクロス表 
 
宇宙飛行士による宇宙探査 
合計 夢がある 2 
どちらとも
いえない 4 夢がない 
学歴 中学校 度数 36 19 23 1 0 79
学歴 の % 45.6% 24.1% 29.1% 1.3% 0.0% 100.0%
高校 度数 123 116 71 7 4 321
学歴 の % 38.3% 36.1% 22.1% 2.2% 1.2% 100.0%
高専 度数 1 4 0 0 0 5
学歴 の % 20.0% 80.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%
短大 度数 12 25 8 0 1 46
学歴 の % 26.1% 54.3% 17.4% 0.0% 2.2% 100.0%
専門学校 度数 19 15 13 2 1 50
学歴 の % 38.0% 30.0% 26.0% 4.0% 2.0% 100.0%
大学 度数 97 40 36 1 4 178
学歴 の % 54.5% 22.5% 20.2% 0.6% 2.2% 100.0%
大学院 度数 9 10 2 0 0 21
学歴 の % 42.9% 47.6% 9.5% 0.0% 0.0% 100.0%
合計 度数 297 229 153 11 10 700
学歴 の % 42.4% 32.7% 21.9% 1.6% 1.4% 100.0%








表２_２.学歴 と 無人の探査機や人工衛星 のクロス表 
 
無人の探査機や人工衛星 
合計 夢がある 2 
どちらとも
いえない 4 夢がない 
学歴 中学校 度数 27 23 27 1 1 79
学歴 の % 34.2% 29.1% 34.2% 1.3% 1.3% 100.0%
高校 度数 97 143 73 7 1 321
学歴 の % 30.2% 44.5% 22.7% 2.2% 0.3% 100.0%
高専 度数 1 3 1 0 0 5
学歴 の % 20.0% 60.0% 20.0% 0.0% 0.0% 100.0%
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短大 度数 10 25 10 0 1 46
学歴 の % 21.7% 54.3% 21.7% 0.0% 2.2% 100.0%
専門学校 度数 19 21 7 2 1 50
学歴 の % 38.0% 42.0% 14.0% 4.0% 2.0% 100.0%
大学 度数 71 65 36 3 3 178
学歴 の % 39.9% 36.5% 20.2% 1.7% 1.7% 100.0%
大学院 度数 11 7 3 0 0 21
学歴 の % 52.4% 33.3% 14.3% 0.0% 0.0% 100.0%
合計 度数 236 287 157 13 7 700
学歴 の % 33.7% 41.0% 22.4% 1.9% 1.0% 100.0%






































学歴 中学校 度数 33 29 17 79
学歴 の % 41.8% 36.7% 21.5% 100.0%
高校 度数 110 131 80 321
学歴 の % 34.3% 40.8% 24.9% 100.0%
高専 度数 3 0 2 5
学歴 の % 60.0% 0.0% 40.0% 100.0%
短大 度数 10 22 14 46
学歴 の % 21.7% 47.8% 30.4% 100.0%
専門学校 度数 18 21 11 50
学歴 の % 36.0% 42.0% 22.0% 100.0%
大学 度数 78 69 31 178
学歴 の % 43.8% 38.8% 17.4% 100.0%
大学院 度数 10 7 4 21
学歴 の % 47.6% 33.3% 19.0% 100.0%
合計 度数 262 279 159 700
学歴 の % 37.4% 39.9% 22.7% 100.0%



















学歴 中学校 度数 33 30 16 79
学歴 の % 41.8% 38.0% 20.3% 100.0%
高校 度数 116 130 75 321
学歴 の % 36.1% 40.5% 23.4% 100.0%
高専 度数 2 1 2 5
学歴 の % 40.0% 20.0% 40.0% 100.0%
短大 度数 8 26 12 46
学歴 の % 17.4% 56.5% 26.1% 100.0%
専門学校 度数 20 18 12 50
学歴 の % 40.0% 36.0% 24.0% 100.0%
大学 度数 80 69 29 178
学歴 の % 44.9% 38.8% 16.3% 100.0%
大学院 度数 10 7 4 21
学歴 の % 47.6% 33.3% 19.0% 100.0%
合計 度数 269 281 150 700
学歴 の % 38.4% 40.1% 21.4% 100.0%





















  度数 パーセント 
 続けるべき 217 31.0 
どちらともいえない 296 42.3 
止めるべき 187 26.7 












表にしたのが表５である。また Q10 では「続けるべき」から「止めるべき」までの 5件
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法で尋ねたが、これらに１～５までの値を割り振り、数値が大きくなるほど、「止める
べき」と考えるようにした。この変数の平均値を男女別に計算した結果が図 1 である。 
 
 






性別 男 度数 141 145 66 352
性別 の % 40.1% 41.2% 18.8% 100.0%
女 度数 76 151 121 348
性別 の % 21.8% 43.4% 34.8% 100.0%
合計 度数 217 296 187 700





図１ 男女別の死亡事故後の宇宙開発再開への反対度の平均（エラーバー は95％信頼区間） 














合計 続けるべき どちらともいえない 止めるべき 
年齢 20代 度数 32 42 37 111
年齢 の % 28.8% 37.8% 33.3% 100.0%
30代 度数 41 59 39 139
年齢 の % 29.5% 42.4% 28.1% 100.0%
40代 度数 54 68 36 158
年齢 の % 34.2% 43.0% 22.8% 100.0%
50代 度数 40 61 33 134
年齢 の % 29.9% 45.5% 24.6% 100.0%
60代 度数 50 66 42 158
年齢 の % 31.6% 41.8% 26.6% 100.0%
合計 度数 217 296 187 700
年齢 の % 31.0% 42.3% 26.7% 100.0%









 ・40 歳代が最も「続けるべき」という意見が多い傾向がある。 
 ・60 歳代で「続けるべき」も「やめるべき」も比率が最も高くなる。 
・しかしカイ二乗検定の結果は有意ではなく、年齢による違いは見られない。 









学歴 中学 度数 27 31 21 79
学歴 の % 34.2% 39.2% 26.6% 100.0%
高校 度数 81 142 98 321
学歴 の % 25.2% 44.2% 30.5% 100.0%
短大・高専・専門学校 度数 28 42 31 101
学歴 の % 27.7% 41.6% 30.7% 100.0%
大学・大学院 度数 81 81 37 199
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学歴 の % 40.7% 40.7% 18.6% 100.0%
合計 度数 217 296 187 700
学歴 の % 31.0% 42.3% 26.7% 100.0%


































































性別 男 度数 62 254 36 352
性別 の % 17.6% 72.2% 10.2% 100.0%
女 度数 20 269 59 348
性別 の % 5.7% 77.3% 17.0% 100.0%
合計 度数 82 523 95 700
性別 の % 11.7% 74.7% 13.6% 100.0%































年齢 20代 度数 8 91 12 111
年齢 の % 7.2% 82.0% 10.8% 100.0%
30代 度数 20 97 22 139
年齢 の % 14.4% 69.8% 15.8% 100.0%
40代 度数 23 117 18 158
年齢 の % 14.6% 74.1% 11.4% 100.0%
50代 度数 18 94 22 134
年齢 の % 13.4% 70.1% 16.4% 100.0%
60代 度数 13 124 21 158
年齢 の % 8.2% 78.5% 13.3% 100.0%
合計 度数 82 523 95 700
年齢 の % 11.7% 74.7% 13.6% 100.0%






































学歴 中学 度数 14 53 12 79
学歴 の % 17.7% 67.1% 15.2% 100.0%
高校 度数 33 236 52 321
学歴 の % 10.3% 73.5% 16.2% 100.0%
短大・高専・専門学校 度数 7 81 13 101
学歴 の % 6.9% 80.2% 12.9% 100.0%
大学・大学院 度数 28 153 18 199
学歴 の % 14.1% 76.9% 9.0% 100.0%
合計 度数 82 523 95 700
学歴 の % 11.7% 74.7% 13.6% 100.0%























































































































表 1 死亡事故後の対応 
  度数 パーセント 
有効数 続けるべき 217 31.0 
どちらともいえない 296 42.3 
止めるべき 187 26.7 








男女別に集計したのが、表 2 である。表 2 を見ると、男性のほうが「続けるべき」と
答えた人の比率が高く、「止めるべき」と答えた人の比率は女性のほうが高い。性別に
よる回答傾向の違いをカイ 2 乗検定してみると、男女で有意に異なることがわかる。 
（ܺଶ=35.3, df=2, p=0） 
 
 
表 2 性別 と 死亡事故後の対応 のクロス表 
  
死亡事故後の対応 
合計 続けるべき どちらともいえない 止めるべき 
性別 男 141 145 66 352
女 76 151 121 348
合計 217 296 187 700
 
 
次に、男女別の死亡事故後の宇宙開発への平均反対度を示したのが、図 1 である。 
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図 1 死亡事故後の宇宙開発再開への反対度平均（エラーバーは 95％信頼区間） 









年齢別に集計したのが表 3 である。表 3 を見ると、40 代以上では「どちらともいえ
ない」という意見が特に多く思われる。しかし、カイ 2 乗検定の結果、有意な差はなか





表 3 年齢 と 死亡事故後の対応 のクロス表 
  
死亡事故後の対応 
合計 続けるべき どちらともいえない 止めるべき 
年齢 20 代 32 42 37 111 
30 代 41 59 39 139 
40 代 54 68 36 158 
50 代 40 61 33 134 
60 代 50 66 42 158 









図 2 死亡事故後の宇宙開発再開への反対度平均（エラーバーは 95％信頼区間） 








結果、学歴によって意見に有意な差があることが分かった。（X2=17.9, df=6, p=.006） 
 
 
表 4 学歴 と 死亡事故後の対応 のクロス表 
  死亡事故後に宇宙開発を続けるべきか 合計 
続けるべき どちらともいえない 止めるべき 
学歴 
中学 27 31 21 79
高校 81 142 98 321
短大・高専・専門
学校 
28 42 31 101
大学・大学院 81 81 37 199










図 3 死亡事故後の宇宙開発再開への反対度平均（エラーバーは 95％信頼区間） 
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問１の結果を表 1 に、問２の結果を表 2 にまとめた。 
 
表１ 開発を続けるべきか 
  度数 パーセント 
有効数 
続けるべき 217 31 
どちらともいえない 296 42.3 
やめるべき 187 26.7 









  度数 パーセント 
有効数 




中止すべき 95 13.6 


























































背景として、小型衛星しんえん２、順調 230 万キロ先から電波受信 （2014 年 12







50 代、60 代は有人宇宙開発の継続に肯定的な回答をする。 
・仮説② 




「将来に備えるか、毎日の生活を充実させて楽しむか(世代別)（内閣府 2014 年 8 月
25 日 国民生活に関する世論調査）」において、20 代は 39.0％、30 代は 35.2％、40


















































       
 
表２ 対応サンプルの検定結果を示したもの 
  有意確率 (両側) 
ペア 1 宇宙開発技術者 - プロスポーツ選手 .000
ペア 2 宇宙開発技術者 - 中小企業事務員 .000
ペア 3 宇宙開発技術者 - 医師 .000
ペア 4 宇宙開発技術者 - 大工 .000
ペア 5 宇宙開発技術者 - 中小企業経営者 .000
ペア 6 宇宙開発技術者 - 商店の店員 .000
ペア 7 宇宙開発技術者 - コック .000
ペア 8 宇宙開発技術者 - 自動車修理工 .000
ペア 9 宇宙開発技術者 - 市役所課長 .000
ペア 10 宇宙開発技術者 - 服飾デザイナー .000
ペア 11 宇宙開発技術者 - 警察官 .000
ペア 12 宇宙開発技術者 - 大会社営業担当 .000
ペア 13 宇宙開発技術者 - 小学校教諭 .000
ペア 14 宇宙開発技術者 - 看護婦 .000
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ペア 15 宇宙開発技術者 - 農業 .000
ペア 16 宇宙開発技術者 - ウェイトレス .000
ペア 17 宇宙開発技術者 - バス運転手 .000
ペア 18 宇宙開発技術者 - 小売店主 .000
ペア 19 宇宙開発技術者 - 自動車設計技術者 .000
ペア 20 宇宙開発技術者 - 土木建築の現場監督 .000
ペア 21 宇宙開発技術者 - 宇宙飛行士 .491
   
 
⇒全体的には有人宇宙開発は意義あるものとして比較的高く捉えられている。 
しかし、高度経済成長期を生きた現在の 60 代と、ここ 10 年、20 年の不安定な経済事



























年齢：10～69 歳を、10～19 歳、20～29 歳、30～39 歳、40～49 歳、50～59 歳、60









































度数 14 18 42 26 11 111
年齢 の % 12.6% 16.2% 37.8% 23.4% 9.9% 100.0%
度数 17 24 59 28 11 139
年齢 の % 12.2% 17.3% 42.4% 20.1% 7.9% 100.0%
度数 24 30 68 19 17 158
年齢 の % 15.2% 19.0% 43.0% 12.0% 10.8% 100.0%
度数 21 19 61 22 11 134
年齢 の % 15.7% 14.2% 45.5% 16.4% 8.2% 100.0%
度数 25 25 66 20 22 158
年齢 の % 15.8% 15.8% 41.8% 12.7% 13.9% 100.0%
度数 101 116 296 115 72 700
年齢 の % 14.4% 16.6% 42.3% 16.4% 10.3% 100.0%
60
合計



























カイ 2 乗 14.255
a 16 .580

























度数 16 11 31 11 10 79
学歴 の % 20.3% 13.9% 39.2% 13.9% 12.7% 100.0%
度数 42 39 142 54 44 321
学歴 の % 13.1% 12.1% 44.2% 16.8% 13.7% 100.0%
度数 11 17 42 28 3 101
学歴 の % 10.9% 16.8% 41.6% 27.7% 3.0% 100.0%
度数 29 44 72 19 14 178
学歴 の % 16.3% 24.7% 40.4% 10.7% 7.9% 100.0%
度数 98 111 287 112 71 679
学歴 の % 14.4% 16.3% 42.3% 16.5% 10.5% 100.0%
合計












カイ 2 乗 37.448a 12 .000








































































































































































































版科学技術白書―第 2 節 科学技術政策に問われているもの」によれば、科学者の話に
対する国民の信頼は平成 22 年 10 月～11 月調査では「信頼できる」15.9％「どちらか
92 
 




































  表 1 平均の差の検定結果（〇は５％水準で有意差あり、×はなし） 
 有人宇宙飛行 無人探査機 
無人探査機 ×  
難病治療 × ○ 
遺伝子組み換え ○ ○ 
情報通信技術 ○ ○ 
再生可能エネルギー ○ ○ 








図 1-b 夢があると思うか―割合 
 
 
図 1-a、表 1 より、有人宇宙飛行、無人宇宙飛行、難病治療は比較的夢があると思わ
れている。科学技術全般も同様である。一方、遺伝子組み換え技術や情報通信技術は夢
があると思われている度合いが比較的低い。図 1-b を見ても、宇宙飛行士、医療技術は




























































表 2 平均値の差の検定の結果（○は 5%水準で有意差あり、×はなし） 
 有人宇宙飛行 無人探査機
無人探査機 ○  
医療技術 ○ ○ 
遺伝子組み換え ○ ○ 
情報技術 ○ ○ 
再生可能エネルギー ○ ○ 







図 2-b 必要だと思うか―割合 
 
 
 図 2-a、表 2 より、無人探査機や医療技術に比べると有人宇宙飛行は必要だと思われ
ている度合いが低い。必要度の平均値は遺伝子組み換えの次となっている。図 2-b を見



























































表 3 平均値の差の検定の結果（○は 5％水準で有意差あり、×はなし） 
 有人宇宙飛行 無人探査機
無人探査機 ×  
医療技術 ○ ○ 
遺伝子組み換え ○ ○ 
情報技術 ○ ○ 
再生可能エネルギー ○ × 







図 3-b 信頼できると思うか―割合 
 
 
図 3-a、表 3 より、信頼度の平均は医療技術が最も高く、有人宇宙飛行と無人宇宙探
査については比較的高いが有意差は見られなかった。最も低いのは遺伝子組み換えだっ























































図 4-a どういうものか理解できていると思うか―平均値 
 
 
   表 4 平均値の差の検定の結果（○は 5％水準で有意差あり、×はなし） 
 有人宇宙飛行 無人探査機
無人探査機 ×  
医療技術 × × 
遺伝子組み換え ○ ○ 
情報技術 × × 
再生可能エネルギー ○ ○ 







図 4-b どういうものか理解できていると思うか―割合 
 
 
図 4-a、表 4 より、有人宇宙飛行、無人宇宙探査共にもっとも平均値の高い再生可能
エネルギーより低いが、医療技術、情報通信技術などとの間には有意差は見られない。




























































表 5 平均値の差の検定の結果（○は 5％水準で有意差あり、×はなし） 
 有人宇宙飛行 無人探査機
無人探査機 ×  
医療技術 ○ ○ 
遺伝子組み換え ○ ○ 
情報技術 × × 
再生可能エネルギー ○ ○ 







図 5-b ニュースや話題に関心があるか―割合 
 
 































































   表 6  平均値の差の検定の結果（○は 5％水準で有意差あり、×はなし） 
 有人宇宙飛行 無人探査機
無人探査機 ○  
医療技術 ○ ○ 
遺伝子組み換え × ○ 
情報技術 ○ ○ 
再生可能エネルギー ○ ○ 







図 6-b 安全だと思うか―割合 
 
 






























































   表 7 平均値の差の検定の結果（○は 5％水準で有意差あり、×はなし） 
 有人宇宙飛行 無人探査機
無人探査機 ○  
医療技術 ○ ○ 
遺伝子組み換え ○ ○ 
情報技術 × ○ 
再生可能エネルギー ○ ○ 







図 7-b 将来性があると思うか―割合 
 
 
図 7-a、表 7 をみると、最も将来性があると思われているのは医療技術であり、平均
で約 4 点である。一方有人宇宙飛行の平均値は遺伝子組み換え技術の次に低い。無人宇
宙探査の平均値は有人宇宙飛行に比べると高いが、全体で見ると高いとは言えない。図





































































    表 8 平均値の差の検定の結果（○は 5％水準で有意差あり、×はなし） 
 有人宇宙飛行 無人探査機
無人探査機 ○  
医療技術 ○ ○ 
遺伝子組み換え × ○ 
情報技術 ○ ○ 
再生可能エネルギー ○ ○ 




図 8-b 日本の経済発展に貢献すると思うか―割合 
 
 
図 8-a、表 8 より、有人宇宙飛行の平均値は他の科学技術に比べ低く遺伝子組み換え
とほぼ同じである。図 8-b を見ると、これら 2 つの科学技術は 3 点を選択した人の割合














































































































































































































表 1 平均値の差の検定の結果（○は 5%水準で有意差あり、×はなし） 
  宇宙飛行士 無人探査機 
無人探査機 ○   
医療技術 × ○ 
遺伝子組み換え ○ ○ 
情報通信技術 ○ ○ 
エネルギー ○ ○ 







図 2 必要と思うか 
 
 
表 2 平均値の差の検定の結果（○は 5%水準で有意差あり、×はなし） 
  宇宙飛行士 無人探査機 
無人探査機 ○   
医療技術 ○ ○ 
遺伝子組み換え ○ ○ 
情報通信技術 ○ ○ 
エネルギー ○ ○ 




図 3 信頼できると思うか 
 
 
表 3 平均値の差の検定の結果（○は 5%水準で有意差あり、×はなし） 
  宇宙飛行士 無人探査機 
無人探査機 ×   
医療技術 ○ ○ 
遺伝子組み換え ○ ○ 
情報通信技術 ○ ○ 
エネルギー ○ × 
科学技術全般 ○ × 
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図 4 理解できていると思うか 
 
 
表 4 平均値の差の検定の結果（○は 5%水準で有意差あり、×はなし） 
  宇宙飛行士 無人探査機 
無人探査機 ×   
医療技術 × × 
遺伝子組み換え ○ ○ 
情報通信技術 × × 
エネルギー ○ ○ 
科学技術全般 × ○ 
118 
 
図 5 関心があると思うか 
 
 
表 5 平均値の差の検定の結果（○は 5%水準で有意差あり、×はなし） 
  宇宙飛行士 無人探査機 
無人探査機 ×   
医療技術 ○ ○ 
遺伝子組み換え ○ ○ 
情報通信技術 × × 
エネルギー ○ ○ 




図 6 安全だと思うか 
 
 
表 6 平均値の差の検定の結果（○は 5%水準で有意差あり、×はなし） 
  宇宙飛行士 無人探査機 
無人探査機 ○   
医療技術 ○ ○ 
遺伝子組み換え × ○ 
情報通信技術 ○ ○ 
エネルギー ○ ○ 




図 7 将来性があると思うか 
 
 
表 7 平均値の差の検定の結果（○は 5%水準で有意差あり、×はなし） 
  宇宙飛行士 無人探査機 
無人探査機 ○   
医療技術 ○ ○ 
遺伝子組み換え ○ ○ 
情報通信技術 × ○ 
エネルギー ○ ○ 




図 8 経済発展に貢献すると思うか 
 
 
表 8 平均値の差の検定の結果（○は 5%水準で有意差あり、×はなし） 
  宇宙飛行士 無人探査機 
無人探査機 ○   
医療技術 ○ ○ 
遺伝子組み換え × ○ 
情報通信技術 ○ ○ 
エネルギー ○ ○ 









































































































































































表 1 平均値の差の検定の結果（○は 5%水準で有意差あり、×はなし） 
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表 8 平均値の差の検定の結果（○は 5%水準で有意差あり、×はなし） 
  宇宙飛行士 無人探査機 
無人探査機 ○   
医療技術 ○ ○ 
遺伝子組み換え × ○ 
情報通信技術 ○ ○ 
エネルギー ○ ○ 
























狼嘉彰・富田信之・堀川康・白木邦明, 2014,『宇宙ステーションと支援技術』コロナ社.  













 日本を含む国際宇宙ステーション（ISS）参加国は、ISS を 2020 年まで運用継続は
することを合意している。米国政府は、2014 年１月に開催された国際宇宙探査フォー






探査小委員会が設置されて、現在は「2016 年（平成 28 年）以降の ISS への参加のあり
方について（2021 年（平成 33 年）以降の運用継続への対応も含む）」や「我が国にお
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た。年齢については、20 歳から 10 歳おきの 5 変数に、学歴は中学校卒、高校卒、高専・
専門学校短大卒、大学・大学院卒の 4 変数に、雇用形態は、正規雇用、非正規雇用、自
営業、学生・無職・専業主婦の 4 変数に、年収は 250 万円未満、250 万円以上 450 万
円未満、450 万円以上 750 万円未満、750 万円以上の 4 変数に、居住地域は、八地方区
分のうち、中国地方と四国地方を合わせて 7 変数として処理した。 
差が存在するかどうかの検定には、χ二乗検定と一元配置分散分析の二つを行った。
χ二乗検定では、5 件法を A 案、どちらでもない、B 案の 3 変数に変換し分析した。こ
れによって、属性によって支持する意見の分布に違いがあるのかを調査することができ







 まず、この調査の全体の傾向を把握するために結果を A 案、どちらでもない、B
案の 3 変数に変換した。その結果が表 1.である。ここから、A 案と B 案を比較すると














有効数 A 案 158 22.6 22.6 22.6 
どちらでもない 271 38.7 38.7 61.3 
B 案 271 38.7 38.7 100.0 












表 2. χ二乗検定の結果 




χ二乗値 4.1  21.2  14.3  10.4  10.0  15.4  
df 2 8 6 6 6 10 
有意確率 0.129  0.007 0.027 0.110 0.125  0.118  
有意差 なし あり あり なし なし なし 
 
 
表 3. 一元配置分散分析の結果 




F 値 19.5  2.7  2.2  2.9  1.2  2.4  
df 1 4 3 3 3 5 
有意確率 0.000  0.028 0.086 0.036 0.296  0.035  







性別は、SF を題材とした娯楽文化に触れる機会が多い男性のほうが B 案支持の傾向
が高いことが推測される。検定の結果は平均値のみ有意差が確認され、男性のほうが平















表 4.性別と宇宙開発について（5 件法） 
 
ISS 後 
合計 A 案 2 
ど ち ら で
もない 4 B 案 
性別 男 度数 28 49 126 84 65 352 
性別 の % 8.0% 13.9% 35.8% 23.9% 18.5% 100.0%
女 度数 20 61 145 100 22 348 
性別 の % 5.7% 17.5% 41.7% 28.7% 6.3% 100.0%
合計 度数 48 110 271 184 87 700 





るといえる。図.2 からは、40 歳代の B 案支持傾向が強いことが読み取れる。40 歳代は、



























図.3  学歴別の平均点 
 
 
表 5. 学歴 と ISS 後 の宇宙開発 
 
ISS 後 
合計 A 案 どちらでもない B 案 
学歴 中卒 度数 15 41 23 79 
学歴 の % 19.0% 51.9% 29.1% 100.0% 
高卒 度数 78 128 115 321 
学歴 の % 24.3% 39.9% 35.8% 100.0% 
高専・専門
学校・短大 
度数 24 39 38 101 
学歴 の % 23.8% 38.6% 37.6% 100.0% 
大学・院 度数 41 63 95 199 
学歴 の % 20.6% 31.7% 47.7% 100.0% 
合計 度数 158 271 271 700 























































































ある。現在 JAXA の予算は年間 2000 億円弱のベースで減少傾向にある。その中から年
間約 400 億円の ISS 運営費用を優先的に捻出し、残った額でその他の活動を行ってい
る状態である。さらに日本は今後の方針をいまだ決定していないという問題を抱えてい







































 今回使用したデータは「宇宙開発に関する意識調査」と題して 2014 年にインターネ
ット上で調査を行ったものであり、使用したデータの数は 700 であった。その対象者






案に近い」、「どちらともいえない」、「やや B 案に近い」、「B 案に近い」の 5 件法で尋
ねた。この回答には 1～5 の数字が割り振られており、数字が大きいほど B 案に賛成、


















この際に「A 案に近い」と「どちらかというと A 案に近い」とを「A 案に近い」に、「B
案に近い」と「どちらかというと B 案に近い」とを「B 案に近い」に分類しなおして
いる。次に有人宇宙開発と無人宇宙開発がどのような人々に支持されているかについて
クロス表をもとに分析する。この分析にあたっては他の変数として「性別」、「年齢」、
「学歴」を使用している。なお年齢については 20 歳から 29 歳を「20 代」、30 歳から






 分析にあたって、質問に対するデータを先に述べたように 3 種類に分類しなおし、度
数分布表を作成した。これが表 1 である。これを見ると「どちらでもない」と「B 案に
近い」とが 271 の同数であり、「A 案に近い」が 158 である。これについてχ二乗検定
を行ったところχ二乗値は 29.76 となり、自由度は 1 であった。有意確率についても







表 1 ISS 終了後の宇宙開発に対する意見 
度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント
有効数 A 案に近い（無人開発派） 158 22.6 22.6 22.6 
どちらともいえない 271 38.7 38.7 61.3 
B 案に近い（有人開発派） 271 38.7 38.7 100.0 
























性別 男 度数 77 126 149 352 
性別の % 21.9% 35.8% 42.3% 100.0%
女 度数 81 145 122 348 
性別の % 23.3% 41.7% 35.1% 100.0%
合計 度数 158 271 271 700 
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それが以下に示す表 3 である。これを見ると 20 代と 40 代、特に 40 代の人々に有人宇
宙開発を支持する傾向が見受けられる。また 60 代ではほかの年代に比べると若干無人
宇宙開発を支持する人が多かった。この年齢による回答傾向の違いを検定したところ、
有意確率が 0.007 となったのでこの傾向は 5％水準で有意であるといえる。 
 
 









年齢 20 代 度数 27 39 45 111 
年齢 の % 24.3% 35.1% 40.5% 100.0% 
30 代 度数 31 63 45 139 
年齢 の % 22.3% 45.3% 32.4% 100.0% 
40 代 度数 23 57 78 158 
年齢 の % 14.6% 36.1% 49.4% 100.0% 
50 代 度数 28 59 47 134 
年齢 の % 20.9% 44.0% 35.1% 100.0% 
60 代 度数 49 53 56 158 
年齢 の % 31.0% 33.5% 35.4% 100.0% 
合計 度数 158 271 271 700 
























学歴 中学 度数 15 41 23 79 
学歴の % 19.0% 51.9% 29.1% 100.0% 
高校 度数 78 128 115 321 




度数 24 39 38 101 
学歴の % 23.8% 38.6% 37.6% 100.0% 
大学・大学
院 
度数 41 63 95 199 
学歴の % 20.6% 31.7% 47.7% 100.0% 
合計 度数 158 271 271 700 









































































































辻野照久, 2014，「科学技術動向研究 2013 年の世界の宇宙開発動向」『科学技術動向』
(142):32-39. 









 1･1 研究背景 









   また、現在日本は有人宇宙開発として1ISS（国際宇宙ステーション）計画に参加してい





    







 1･2 課題 









 1･3 仮説 








   宇宙開発に関するアンケートを作成し、アンケート調査会社に依頼してネットでのアン
ケート調査を行った。サンプルはアンケート調査会社に登録している人の中から無作為に
選ばれた 700 名。男女比はおよそ 1 対 1 で、年代は 20～69 歳。学歴分類は小・中学卒、
高校卒、短大・大学院以上卒の 4 分類。職業分類は会社員、自営業、専門職、公務員、学
生、専業主婦（夫）、パート・アルバイト、無職の 8 分類。 



















 五段階の回答を、より分かりやすくするために 1 と 2 を合わせて「A 案に賛成」、3 を「ど
ちらでもない」、4 と 5 を合わせて「B 案に賛成」の三分割に割り当てた。その結果を示す
度数分布表が以下の表 1 である。表１をみると、「B 案に賛成」と「どちらともいえない」
が同数の 271 で、「A 案に賛成」が 158 と最も少なかった。 
 
表１ A 案に賛成か B 案に賛成かに関する意見 
  度数 パーセント 
有効数 A 案に賛成 158 22.6 
どちらともいえない 271 38.7 
B 案に賛成 271 38.7 
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年代別の平均値が図 2、学歴別の平均値が図 3 である。検定の結果優位な値が得られた
のは男女別と年代別で、学歴別は優位な値に達しなかった。図 1 の男女別平均値をみる
と、男性のほうが B 案に賛成する傾向が強いことがわかる。ただし女性も平均値は 3
以上であり、A 案よりも B 案に賛成する傾向が出ている。図 2 の年代別平均値をみて
みると、40 代が目立って B 案に賛成する傾向がつよいことがわかる。どの年代も平均




































50 代ではなくその次の世代である 40 代が有人宇宙開発に賛成する傾向が強かったことは












表 2 １万円を振り分けるならいくら有人宇宙開発に振り分けるかに関する度数分布表 
有人宇宙開発 
  度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント 
有効数 0 27 3.9 3.9 3.9 
500 3 .4 .4 4.3 
1000 25 3.6 3.6 7.9 
2000 51 7.3 7.3 15.1 
2500 2 .3 .3 15.4 
3000 106 15.1 15.1 30.6 
3500 5 .7 .7 31.3 
4000 96 13.7 13.7 45.0 
4500 1 .1 .1 45.1 
5000 222 31.7 31.7 76.9 
5500 1 .1 .1 77.0 
6000 89 12.7 12.7 89.7 
6500 2 .3 .3 90.0 
7000 45 6.4 6.4 96.4 
8000 14 2.0 2.0 98.4 
9000 7 1.0 1.0 99.4 
9900 1 .1 .1 99.6 
10000 3 .4 .4 100.0 
合計 700 100.0 100.0   
 
 
表 3 １万円を振り分けるならいくら無人宇宙開発に振り分けるかに関する度数分布表 
無人宇宙開発 






有効数 0 3 .4 .4 .4 
100 1 .1 .1 .6 
1000 7 1.0 1.0 1.6 
2000 14 2.0 2.0 3.6 
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3000 45 6.4 6.4 10.0 
3500 2 .3 .3 10.3 
4000 89 12.7 12.7 23.0 
4500 1 .1 .1 23.1 
5000 222 31.7 31.7 54.9 
5500 1 .1 .1 55.0 
6000 96 13.7 13.7 68.7 
6500 5 .7 .7 69.4 
7000 106 15.1 15.1 84.6 
7500 2 .3 .3 84.9 
8000 51 7.3 7.3 92.1 
9000 25 3.6 3.6 95.7 
9500 3 .4 .4 96.1 
10000 27 3.9 3.9 100.0 
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・この質問を 5 件法で尋ねた。（A 案に近い＝1 やや A 案に近い＝2 どちらともいえ





まず、調査対象の 700 人全体のうち、「A 案（無人）に近い」「B 案（有人）に近い」
「どちらでもない」の比率を集計したのが表 1 である。ここでの「A 案に近い」とは、
「A 案に近い」と「やや A 案に近い」と答えた人の合計、「B 案に近い」とは、「B 案に
近い」と「やや B 案に近い」と答えた人の合計である。表 1 を見ると、「A 案に近い」








表 1  A 案（無人）に近いか B 案（有人）に近いか 
度数 パーセント 






B 案に近い 271 38.7 
合計 700 100.0 
 
 
 ・次に、性別、年齢、学歴別に A 案（無人）に近いか B 案（無人）に近いかの回答を
集計した。 
① 性別 
性別ごとに A 案（無人）に近いか B 案（有人）に近いかの回答を集計したものが
表 2 である。表 2 から、男女共「どちらともいえない」と答えた人の比率が最も高
いことがわかる。特に女性は 41.7%の人が「どちらともいえない」と答えている。「A
案に近い」と答えた人と「B 案に近い」と答えた人（やや近い人も合計して）の比






表 2 性別別：A 案（無人）に近いか B 案（有人）に近いか 
  















男 度数 28 49 126 84 65 352
性別 
の % 
8.0% 13.9% 35.8% 23.9% 18.5% 100.0%
女 度数 20 61 145 100 22 348
性別 
の % 
5.7% 17.5% 41.7% 28.7% 6.3% 100.0%
合計 度数 48 110 271 184 87 700








年齢別に A 案に近いか B 案に近いかを表 3 に集計した。表 3 を見ると、40 代をのぞ
き、どの世代でも「どちらともいえない」と答えた人の比率が最も高い。40 代は、「や
や B案に近い」と答えた人の比率が「どちらともいえない」と答えた人の比率を若干上
回った。「A 案に近い」「やや A 案に近い」答えた人の比率は 60 代が最も高く、「やや B




表 3 年齢別：A 案（無人）に近いか B 案（有人）に近いか 
  




















度数 9 18 39 32 13 111
年齢 の % 8.1% 16.2% 35.1% 28.8% 11.7% 100.0%
30
代 
度数 5 26 63 28 17 139
年齢 の % 3.6% 18.7% 45.3% 20.1% 12.2% 100.0%
40
代 
度数 5 18 57 58 20 158
年齢 の % 3.2% 11.4% 36.1% 36.7% 12.7% 100.0%
50
代 
度数 13 15 59 28 19 134
年齢 の % 9.7% 11.2% 44.0% 20.9% 14.2% 100.0%
60
代 
度数 16 33 53 38 18 158
年齢 の % 10.1% 20.9% 33.5% 24.1% 11.4% 100.0%














表 4 学歴別：A 案（無人）に近いか B 案（有人）に近いか 
  














中学校 度数 3 12 41 16 7 79
学歴 
の %
3.8% 15.2% 51.9% 20.3% 8.9% 100.0%
高校 度数 24 54 128 80 35 321
学歴 
の %





度数 7 17 39 29 9 101
学歴 
の % 6.9% 16.8% 38.6% 28.7% 8.9% 100.0%
大学・
大学院 
度数 14 27 63 59 36 199
学歴 
の %
7.0% 13.6% 31.7% 29.6% 18.1% 100.0%
合計 度数 48 110 271 184 87 700
学歴 
の % 
6.9% 15.7% 38.7% 26.3% 12.4% 100.0%










































































































































通じて、2014 年に実施された調査によって得られたものである。調査対象は 20 代～80
代の男女であり、回収サンプル数は 919 で、うち有効回答数は 700 であった。(男性 353
名 女性 347 名) 
従属変数となるのは、「宇宙飛行士」と「宇宙開発技術者」をはじめ、「ウェイトレス」













 被調査者には 22 種の職業名が書かれたリストが提示され、それぞれの職業イメージ


























































図 1 各職業における職業威信スコアの平均値 
 
 
 表 1 より、宇宙飛行士の威信スコア平均値は 76.2571、宇宙開発技術者の威信スコア
平均値は 76.5714、という結果を示したことがわかる。また、図 2 より両者は全職業中、
それぞれ 3 番目、2 番目に高い数値を示している、ということがわかるだろう。ゆえに、
仮説Ⅰは正しいことが立証された。 
次に、仮説Ⅱを検証するために、各職業における威信スコアの検定を行っていく。 
 検定方法は、すべての変数の組み合わせにおいて、威信スコアの平均値を t 検定を用
いて比較し、各値間で有意な差が見られるかどうかを調べる、というものである。紙幅



























かった組み合わせの検定結果を表 2 に示す。 
 
 




 図 1 より、宇宙飛行士と宇宙開発技術者との間の威信スコア平均値の有意な差はみら
れなかった。よって、両者の職業威信に実質的な差はなく、仮説Ⅱは棄却されることが
わかる。 

























































































「やや低い」「最も低い」のどれか 1 つを選んでください。(1995 年社会階層と社会移
動（Social Stratification and Social Mobility :SSM）調査研究会 1996)」 





























263,100 円、修士修了者が 213,100 円、大学学部卒が 192,100 円、短大・専門学校卒が
169,500 円であった。次に宇宙飛行士について先に紹介した平成 20 年度の国際宇宙ス
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テーション搭乗宇宙飛行士候補者募集要項によると、採用時本給が大卒 30 才で約 30 万





































本稿ではネットリサーチ会社 MyVoice により 2014 年に実施されたアンケート調査


















うか。表１は各職業の威信スコアの記述統計量である。図 1 は 6 段階の 1=「最も高い」
を 100、6=「最も低い」を 0 と振り分けたうえでスコアが高いものから低いものの順番
に並べたものである。 






年 SSM 全国調査でも、56 職業のうち医師が 90.1 で最も威信スコアの高い職業であっ
た。このような結果から、第一の仮説は支持された。 
第二に、宇宙開発技術者と宇宙飛行士のそれぞれをほかの職業とペアにして t 検定を












の結果となった(t=-.689, df=699, p=.491)。 
 
 





























































































の構造と職業威信スコア』1995 年 SSM 調査研究会編, 107-23. 
元治恵子・都築一治, 1998,「職業評定の比較分析:威信スコアの性差と調査時点間の差
異」, 都築一治編『職業評価の構造と職業威信スコア』1995 年 SSM 調査研究会編, 
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太郎丸博, 1998, 「職業威信と社会階層―半順序関係としての社会階層」, 都築一治編
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1 とし、最も低いものを 6 として、6 段階で回答してもらった。この回答を、1 を 100




宙開発」についての回答を得た。最も高いものを 1 とし、最も低いものを 5 として、5
段階で回答してもらった。この回答を「関心がある」「どちらともいえない」「関心がな
い」の 3 種類に分類しなおした。これらのデータをもとに作成したクロス集計表が以下




く評価する人（100 点または 80 点と回答した人）の中では、宇宙飛行士に関心がある
人が 6 割以上存在する。同 60 点と回答した人の中では、関心があると回答した人が
55.0%を占める。同 40 点と回答した人の中では、関心があると回答した人は 26.8%で
あり、関心がないと回答した人は 30.4%である。同 0 点と回答した人の中では、関心が
ないと回答した人が 44.4%おり、関心があると答えた人の 4 倍となった。同 20 点と回








（表 1）宇宙飛行士の職業威信スコア と 宇宙飛行士への関心 のクロス表 
  
宇宙飛行士 
合計 関心がある どちらともいえない 関心がない 
宇宙飛行士 .00 度数 1 4 4 9
宇宙飛行士 の % 11.1% 44.4% 44.4% 100.0%
20.00 度数 7 5 0 12
宇宙飛行士 の % 58.3% 41.7% 0.0% 100.0%
40.00 度数 15 24 17 56
宇宙飛行士 の % 26.8% 42.9% 30.4% 100.0%
60.00 度数 94 52 25 171
宇宙飛行士 の % 55.0% 30.4% 14.6% 100.0%
80.00 度数 137 53 38 228
宇宙飛行士 の % 60.1% 23.2% 16.7% 100.0%
100.00 度数 150 42 32 224
宇宙飛行士 の % 67.0% 18.8% 14.3% 100.0%
合計 度数 404 180 116 700
宇宙飛行士 の % 57.7% 25.7% 16.6% 100.0%
X2=45.2, df=10, p=.000 






行士の職業威信スコアを高く評価する人（100 点または 80 点と回答した人）の中では、
無人の探査機や人工衛星に関心がある人が 6 割以上存在する。同 60 点と回答した人の
中では、関心があると回答した人が 52.6%を占める。同 40 点と回答した人の中では、
関心があると回答した人は 25.0%であり、関心がないと回答した人は 30.4%である。同
0 点と回答した人の中では、「関心がある」「どちらともいえない」「関心がない」がそ
れぞれ 3 人ずついた。同 20 点と回答した人の中では、関心があると回答した人が 12







（表 2）宇宙飛行士の職業威信スコア と 無人の探査機や人工衛星への関心 のクロス表 
  
無人の探査機や人工衛星 
合計 関心がある どちらともいえない 関心がない 
宇宙飛行士 .00 度数 3 3 3 9
宇宙飛行士 の % 33.3% 33.3% 33.3% 100.0%
20.00 度数 8 3 1 12
宇宙飛行士 の % 66.7% 25.0% 8.3% 100.0%
40.00 度数 14 25 17 56
宇宙飛行士 の % 25.0% 44.6% 30.4% 100.0%
60.00 度数 90 54 27 171
宇宙飛行士 の % 52.6% 31.6% 15.8% 100.0%
80.00 度数 140 54 34 228
宇宙飛行士 の % 61.4% 23.7% 14.9% 100.0%
100.00 度数 154 38 32 224
宇宙飛行士 の % 68.8% 17.0% 14.3% 100.0%
合計 度数 409 177 114 700
宇宙飛行士 の % 58.4% 25.3% 16.3% 100.0%
X2=44.5, df=10, p=.000 






信スコアを高く評価する人（100 点または 80 点と回答した人）の中では、宇宙飛行士
に関心がある人が 6 割以上存在する。同 60 点と回答した人の中では、関心があると回
答した人が 50%強を占める。同 40 点と回答した人の中では、関心があると回答した人
は 38.3%であり、関心がないと回答した人は 25.0%である。同 0 点と回答した人の中で
は、関心があると回答した人は 10 人中 1 人にとどまり、関心がないと回答した人は 10
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人中 4 人いた。同 20 点と回答した人の中では、関心があると回答した人が 12 人中 6











宇宙開発技術者 .00 度数 1 5 4 10
宇宙開発技術者の% 10.0% 50.0% 40.0% 100.0%
20.00 度数 6 3 1 10
宇宙開発技術者の% 60.0% 30.0% 10.0% 100.0%
40.00 度数 23 22 15 60
宇宙開発技術者の% 38.3% 36.7% 25.0% 100.0%
60.00 度数 81 54 24 159
宇宙開発技術者の% 50.9% 34.0% 15.1% 100.0%
80.00 度数 145 47 40 232
宇宙開発技術者の% 62.5% 20.3% 17.2% 100.0%
100.00 度数 148 49 32 229
宇宙開発技術者の% 64.6% 21.4% 14.0% 100.0%
合計 度数 404 180 116 700
宇宙開発技術者の% 57.7% 25.7% 16.6% 100.0%
X2=33.0, df=10, p=.000 






術者の職業威信スコアを高く評価する人（100 点または 80 点と回答した人）の中では、
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無人の探査機や人工衛星に関心がある人が 6 割以上存在する。同 60 点と回答した人の
中では、関心があると回答した人が 50.3%を占める。同 40 点と回答した人の中では、
関心があると回答した人は 36.7%であり、関心がないと回答した人は 25.0%である。同
0 点と回答した人の中では、「関心がある」「どちらともいえない」「関心がない」がそ
れぞれ 4 人、3 人、3 人である。同 20 点と回答した人の中では、関心があると回答し











宇宙開発技術者 .00 度数 4 3 3 10
宇宙開発技術者の% 40.0% 30.0% 30.0% 100.0%
20.00 度数 6 4 0 10
宇宙開発技術者の% 60.0% 40.0% 0.0% 100.0%
40.00 度数 22 23 15 60
宇宙開発技術者の% 36.7% 38.3% 25.0% 100.0%
60.00 度数 80 51 28 159
宇宙開発技術者の% 50.3% 32.1% 17.6% 100.0%
80.00 度数 143 56 33 232
宇宙開発技術者の% 61.6% 24.1% 14.2% 100.0%
100.00 度数 154 40 35 229
宇宙開発技術者の% 67.2% 17.5% 15.3% 100.0%
合計 度数 409 177 114 700
宇宙開発技術者の% 58.4% 25.3% 16.3% 100.0%
X2=30.7, df=10, p=.001 









表 1 から表 4 までのデータに共通するのは、宇宙開発に従事する職業の職業威信スコ
アを高く評価する人は、宇宙開発への関心が高いということである。この傾向は宇宙飛






果については、20 点と回答した人が表 1，2 においては 700 人中 12 人、表 3，4 にお









1 とし、最も低いものを 6 として、6 段階で回答してもらった。この回答を、1 を 100




分けして集計した。宇宙飛行士については図 1、宇宙開発技術者については図 2である。 
図 1，2 をみると、女性のほうが男性より高い数値を示している。しかし、カイ二乗





X2=7.08, df=5, p=.214 






X2=7.80, df=5, p=.167 
カイ二乗検定の結果より、図 2 においては 0.1％水準で有意な差は見られなかった。 
 
 
また、図 1 および 2 と同様の質問を行い、年代別にカテゴリ分けして集計した。宇宙
飛行士についてはグラフ 3、宇宙開発技術者については図 4 である。 
図 3 をみると、20 代での職業威信スコアの平均値はおおむね 77.50~80.00 点の間にあ
り、他の年代と比べても比較的高い傾向にある。一方、30 代は最も低い平均値を示し
ている。図 4 をみると、60 代での平均値が 80 点弱あり最も高い。一方、30 代は最も低






図 3 年代別での宇宙飛行士の職業威信スコア 





図 4 年代別での宇宙開発技術者の職業威信スコア 
X2=25.18, df=20, p=.194 
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カイ二乗検定の結果より、図 4 においては 0.1％水準で有意な差は見られなかった。 
 
また、図 1 および 2 と同様の質問を行い、学歴別にカテゴリ分けして集計した。宇宙
飛行士については図 5、宇宙開発技術者については図 6 である。 
図 5 における平均値は、中学校で最も高く、大学・大学院で最も低い。また図 6 にお
いては、高専・短大・専門学校で最も高く、大学・大学院で最も低い。しかし、カイ二




図 5 学歴別での宇宙飛行士の職業威信スコア 
X2=10.55, df=15, p=.784 






図 6 学歴別での宇宙開発技術者の職業威信スコア 
X2=18.40, df=15, p=.242 
カイ二乗検定の結果より、図 6 においては 0.1％水準で有意な差は見られなかった。 
 
 




かった。図 3，4 では 20 代の職業威信スコアの平均値が比較的高かったことは仮説通













1 とし、最も低いものを 6 として、6 段階で回答してもらった。この回答を、1 を 100
点、2 を 80 点、3 を 60 点、4 を 40 点、5 を 20 点、6 を 0 点という形で職業威信スコ











のが表 5 である。表 5 によれば、宇宙飛行士とその他の職業との間での職業威信スコア
の平均値の差は、0.1%水準ですべて有意である。図 7 より、宇宙飛行士の職業威信スコ
アの平均値はその他の職業と比べてかなり高い位置を占めることがわかる。その差は表





























表 5 宇宙飛行士とその他の職業との間での職業威信スコアの平均値の対応  
  
対応サンプルの差
t df 有意確率 (両側)
平均値 
ペア 1 宇宙飛行士 - プロスポーツ選手 4.14286 4.312 699 0
ペア 2 宇宙飛行士 - 中小企業の事務員 40.37143 31.678 699 0
ペア 3 宇宙飛行士 - 医師 -6.05714 -7.463 699 0
ペア 4 宇宙飛行士 - 大工 26.82857 23.035 699 0
ペア 5 宇宙飛行士 - 中小企業の経営者 19.34286 19.194 699 0
ペア 6 宇宙飛行士 - 商店の店員 44.51429 33.971 699 0
ペア 7 宇宙飛行士 - レストランのコック 31.65714 28.779 699 0
ペア 8 宇宙飛行士 - 自動車修理工 35.08571 29.104 699 0
ペア 9 宇宙飛行士 - 市役所の課長 22.97143 21.75 699 0
ペア 10 宇宙飛行士 - 服飾デザイナー 21.45714 22.06 699 0
ペア 11 宇宙飛行士 - 警察官 15.94286 15.93 699 0
ペア 12 宇宙飛行士 - 大会社の営業担当社員 24.77143 23.963 699 0
ペア 13 宇宙飛行士 - 小学校の教諭（先生） 21.4 21.848 699 0
ペア 14 宇宙飛行士 - 看護婦 18.14286 17.579 699 0
ペア 15 宇宙飛行士 - 農業 30.37143 23.618 699 0
ペア 16 宇宙飛行士 - ウェイトレス 47.8 37.378 699 0
ペア 17 宇宙飛行士 - バス運転手 37.31429 32.351 699 0
ペア 18 宇宙飛行士 - 小売店主 35.31429 31.057 699 0
ペア 19 宇宙飛行士 - 自動車設計技術者 18.51429 21.209 699 0











とがわかる。その差は表 6 の結果をもって概ね有意なものとして確認された。 
 
 




t df 有意確率 (両側)
平均値 
ペア 1 宇宙開発技術者 - プロスポーツ選手 4.45714 4.414 699 0
ペア 2 宇宙開発技術者 - 中小企業の事務員 40.68571 32.248 699 0
ペア 3 宇宙開発技術者 - 医師 -5.74286 -7.438 699 0
ペア 4 宇宙開発技術者 - 大工 27.14286 23.552 699 0
ペア 5 宇宙開発技術者 - 中小企業の経営者 19.65714 19.248 699 0
ペア 6 宇宙開発技術者 - 商店の店員 44.82857 34.099 699 0
ペア 7 宇宙開発技術者 - レストランのコック 31.97143 29.203 699 0
ペア 8 宇宙開発技術者 - 自動車修理工 35.4 29.597 699 0
ペア 9 宇宙開発技術者 - 市役所の課長 23.28571 22.083 699 0
ペア 10 宇宙開発技術者 - 服飾デザイナー 21.77143 22.87 699 0
ペア 11 宇宙開発技術者 - 警察官 16.25714 16.411 699 0
ペア 12 宇宙開発技術者 - 大会社の営業担当社
員 25.08571 24.555 699 0
ペア 13 宇宙開発技術者 - 小学校の教諭（先生） 21.71429 22.786 699 0
ペア 14 宇宙開発技術者 - 看護婦 18.45714 18.187 699 0
ペア 15 宇宙開発技術者 - 農業 30.68571 24.204 699 0
ペア 16 宇宙開発技術者 - ウェイトレス 48.11429 37.528 699 0
ペア 17 宇宙開発技術者 - バス運転手 37.62857 32.606 699 0
ペア 18 宇宙開発技術者 - 小売店主 35.62857 31.157 699 0
ペア 19 宇宙開発技術者 - 自動車設計技術者 18.82857 22.686 699 0
ペア 20 宇宙開発技術者 - 土木・現場監督 24.91429 25.543 699 0










している。これら 2 つの職業とその他の職業との職業威信スコアの差は、表 5 および表





































日本における職業威信スコアは、1955 年、1975 年、1995 年の社会階層と社会移動全







































行士に関しては、JAXA の場合大卒 30 才で 30 万円である1。これに様々な手当ても加
わるが、特段に「高給取り」であるとは言えないかもしれない。 


















                                                







 まず、設定した全 22 職種の平均値を並べたのが図 1 である。これによると宇宙開発




















































                                                







高田洋. (2002). 職業イメージによる職業威信評定基準の分析. 人文学報、社会福祉学
(18) 65-87. 












































































である。いずれの職業も 50 代、60 代が高く評価しており、それ以外は低く評価してい
る(図 3)。50 代、60 代は日本の発展期を通り抜けた世代である。この時代にはあらゆ
る建設ラッシュなどがあった。当然、大工や土木関係従事者に対する需要も高かったと
考えられる。そのため大工や土木建築には比較的馴染みが深いといえる。したがってこ

































































































































































































































 1 2 3 4 5 
1) 死亡事故  →  














































 1 2 3 4 5 
1) 宇宙飛行士による宇宙探査  →   
2) 無人の探査機や人工衛星による宇宙開発  →   
3) 難病治療のための医療技術  →   
4) 遺伝子組換え技術  →   
5) インターネットなどの情報通信技術  →   
6) 太陽光発電などの再生可能エネルギー  →   




















 1 2 3 4 5 
1) 宇宙飛行士による宇宙探査  →  
2) 無人の探査機や人工衛星による宇宙開発  →  
3) 難病治療のための医療技術  →  
4) 遺伝子組換え技術  →  
5) インターネットなどの情報通信技術  →  
6) 太陽光発電などの再生可能エネルギー  →  




























 1 2 3 4 5 
1) 宇宙飛行士による宇宙探査  →  
2) 無人の探査機や人工衛星による宇宙開発  →  
3) 難病治療のための医療技術  →  
4) 遺伝子組換え技術  →  
5) インターネットなどの情報通信技術  →  
6) 太陽光発電などの再生可能エネルギー  →  
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1) 宇宙飛行士による宇宙探査  →  
2) 無人の探査機や人工衛星による宇宙開発  →  
3) 難病治療のための医療技術  →  
4) 遺伝子組換え技術  →  
5) インターネットなどの情報通信技術  →  
6) 太陽光発電などの再生可能エネルギー  →  






























 1 2 3 4 5 
1) 宇宙飛行士による宇宙探査  →  
2) 無人の探査機や人工衛星による宇宙開発  →  
3) 難病治療のための医療技術  →  
4) 遺伝子組換え技術  →  
5) インターネットなどの情報通信技術  →  
6) 太陽光発電などの再生可能エネルギー  →  
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1) 宇宙飛行士による宇宙探査  →  
2) 無人の探査機や人工衛星による宇宙開発  →  
3) 難病治療のための医療技術  →  
4) 遺伝子組換え技術  →  
5) インターネットなどの情報通信技術  →  
6) 太陽光発電などの再生可能エネルギー  →  
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1) 宇宙飛行士による宇宙探査  →  
2) 無人の探査機や人工衛星による宇宙開発  →  
3) 難病治療のための医療技術  →  
4) 遺伝子組換え技術  →  
5) インターネットなどの情報通信技術  →  
6) 太陽光発電などの再生可能エネルギー  →  
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1) 宇宙飛行士による宇宙探査  →  
2) 無人の探査機や人工衛星による宇宙開発  →  
3) 難病治療のための医療技術  →  
4) 遺伝子組換え技術  →  
5) インターネットなどの情報通信技術  →  
6) 太陽光発電などの再生可能エネルギー  →  


































 1 2 3 4 5 
1) 年金や医療保険などの社会保障  →   
2) 自衛隊などの防衛関係  →   
3) 道路整備や防災などの公共事業  →   
4) 宇宙飛行士による宇宙開発  →   
5) 無人の衛星などによる宇宙開発  →   
6) 難病治療のための医療技術  →   
7) 遺伝子組換え技術  →   
8) インターネットなどの情報通信技術  →   
9) 太陽光発電などの再生可能エネルギー  →   




<!--$PAGE_DAT 7 <!--$ENQ_DATA 次へ進む 戻る  
8／13 ページ
Q22． あなたは以下の政府の政策に 1 万円の税金を自由に割り振れるとします。何にいくら割り振るか、
計 1 万円になるように割り振ってください。 
 
例： (1)に 2000 円、(2)に 3500 円、(3)に 500 円、(4)に 4000 円 
(1) 年金や医療保険などの社会保障に → 円 
(2) 自衛隊などの防衛関係に → 円 
(3) 道路整備や防災などの公共事業に → 円 
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(4) 科学技術・教育に → 円 
 
  合





<!--$PAGE_DAT 8 <!--$ENQ_DATA 次へ進む 戻る  
9／13 ページ
Q23． あなたは以下の科学技術に 1 万円の税金を自由に割り振れるとします。何にいくら割り振るか、計
1 万円になるように割り振ってください。 
 
例： (1)に 2000 円、(2)に 3500 円、(3)に 500 円、(4)に 4000 円、(5)に 0 円 
(1) 宇宙飛行士や無人の衛星などによる宇宙開発
に → 円  
(2) 難病治療のための医療技術に → 円 
(3) 遺伝子組換え技術に → 円 
(4) インターネットなどの情報通信技術に → 円 
(5) 太陽光発電などの再生可能エネルギーに → 円 
 
  合





<!--$PAGE_DAT 9 <!--$ENQ_DATA 次へ進む 戻る  
10／13 ページ
Q24． あなたは宇宙開発に 1 万円の税金を自由に割り振れるとします。何にいくら割り振るか、計 1 万円
になるように割り振ってください。 
 
例：有人宇宙開発に 3000 円、無人宇宙開発に 7000 円 
(1) 有人宇宙開発に → 円 
(2) 無人宇宙開発に → 円 
 
  合
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Q25． 現在、宇宙船や人工衛星を作ったり打ち上げたりするために必要な予算が不足しています。そのた


























 1 2 3 4 5 6 
1) プロスポーツ選手  →   
2) 中小企業の事務員  →   
3) 医 師  →   
4) 大 工  →   
5) 中小企業の経営者  →   
6) 商店の店員  →   
7) レストランのコック  →   
8) 自動車修理工  →   
9) 市役所の課長  →   
10) 服飾デザイナー  →   













 1 2 3 4 5 6 
12) 大会社の営業担当社員  →   
13) 小学校の教諭（先生）  →   
14) 看護婦  →   
15) 農 業  →   
16) ウェイトレス  →   
17) バス運転手  →   
18) 小売店主  →   
19) 自動車設計技術者  →   
20) 土木・建築の現場監督  →   
21) 宇宙飛行士  →   
22) 宇宙開発技術者  →   

































































 な し 
 70 万円未満 
 70～100 万円未満 
 100～130 万円未満 
 130～150 万円未満 
 150～250 万円未満 
 250～350 万円未満 











 450～550 万円未満 



















1 男性 352 50.3
2 女性 348 49.7
合計 700 100.0
Q2 年代 




1 20～24 歳 53 7.6
2 25～29 歳 58 8.3
3 30～34 歳 63 9.0
4 35～39 歳 76 10.9
5 40～44 歳 85 12.1
6 45～49 歳 73 10.4
7 50～54 歳 68 9.7
8 55～59 歳 66 9.4
9 60～64 歳 78 11.1
10 65～69 歳 80 11.4
合計 700 100.0
Q3 都道府県 




1 北海道 36 5.1
2 青森 6 .9
3 岩手 10 1.4
4 宮城 11 1.6
5 秋田 10 1.4
6 山形 4 .6
7 福島 6 .9
8 茨城 11 1.6
9 栃木 8 1.1
10 群馬 9 1.3
11 埼玉 44 6.3
12 千葉 27 3.9
13 東京 82 11.7
14 神奈川 68 9.7
15 新潟 19 2.7
16 富山 3 .4
17 石川 10 1.4
18 福井 5 .7
19 山梨 9 1.3
20 長野 9 1.3
21 岐阜 12 1.7
22 静岡 16 2.3
23 愛知 46 6.6
24 三重 18 2.6
25 滋賀 3 .4
26 京都 11 1.6
27 大阪 58 8.3
28 兵庫 41 5.9
29 奈良 6 .9
30 和歌山 3 .4
31 鳥取 2 .3
32 島根 2 .3
33 岡山 7 1.0
34 広島 15 2.1
35 山口 4 .6
36 徳島 7 1.0
37 香川 5 .7
38 愛媛 6 .9
39 高知 2 .3
40 福岡 22 3.1
41 佐賀 3 .4
42 長崎 2 .3
43 熊本 3 .4
44 大分 3 .4
45 宮崎 6 .9
46 鹿児島 7 1.0
47 沖縄 3 .4
合計 700 100.0
Q4.1 名前を知っているか？ 若田光一 




0 知らない 69 9.9
1 知っている 631 90.1
合計 700 100.0
Q4.2 名前を知っているか？ 向井千秋 
  度数 ％ 





1 知っている 620 88.6
合計 700 100.0
Q4.3 名前を知っているか？ 古川聡 




0 知らない 559 79.9
1 知っている 141 20.1
合計 700 100.0
Q4.4 名前を知っているか？ 野口聡一 




0 知らない 194 27.7
1 知っている 506 72.3
合計 700 100.0
Q4.5 名前を知っているか？ 毛利衛 




0 知らない 61 8.7
1 知っている 639 91.3
合計 700 100.0
Q4.6 名前を知っているか？ 上記の宇宙飛行
士は 1 人も知らない 




0 知らない 682 97.4








1 ひまわり 24 3.4
2 はやぶさ 507 72.4
3 アポロ 11 号 20 2.9
4 アメダス 2 .3
5 コンドル 2 .3
9 わからない 145 20.7
合計 700 100.0
Q6 最多の人工衛星を保有している国は？ 
  度数 ％ 
有 1 中国 16 2.3
効
数
2 ロシア 124 17.7
3 インド 1 .1
4 アメリカ 345 49.3
5 日本 20 2.9
9 わからない 194 27.7
合計 700 100.0
Q7 NASA の再使用可能な有人宇宙船の名は？ 




1 スプートニク 10 1.4
2 アポロ 79 11.3
3 ソユーズ 87 12.4
4 スペースシャトル 345 49.3
9 わからない 179 25.6
合計 700 100.0
Q8 女性初の宇宙飛行士は誰？ 




1 ワレンチナ＝テレシコワ 215 30.7
2 向井千秋 115 16.4
3 サリー＝ライド 10 1.4
4 アイリーン＝コリンズ 26 3.7
9 わからない 334 47.7
合計 700 100.0
Q9 有人／無人宇宙飛行に関する意見 




1 A 案：無人に予算を 48 6.9
2 110 15.7















3 どちらともいえない 296 42.3




















5 止めるべき 52 7.4
合計 700 100.0
Q11 宇宙飛行士の死の危険性について 




1 仕方がない 56 8.0
2 155 22.1
3 どちらともいえない 194 27.7
4 170 24.3
5 絶対あってはならない 125 17.9
合計 700 100.0
Q12 死亡事故後の宇宙開発の再開時期 








3 中止すべき 95 13.6
合計 700 100.0
Q13_1 宇宙飛行士による宇宙探査 




1 夢がある 297 42.4
2 229 32.7
3 どちらともいえない 153 21.9
4 11 1.6








1 夢がある 236 33.7
2 287 41.0
3 どちらともいえない 157 22.4
4 13 1.9
5 夢がない 7 1.0
合計 700 100.0
Q13_3 難病治療のための医療技術 




1 夢がある 298 42.6
2 243 34.7
3 どちらともいえない 141 20.1
4 11 1.6
5 夢がない 7 1.0
合計 700 100.0
Q13_4 遺伝子組換え技術 




1 夢がある 113 16.1
2 166 23.7
3 どちらともいえない 317 45.3
4 79 11.3
5 夢がない 25 3.6
合計 700 100.0
Q13_5 インターネットなどの情報通信技術 




1 夢がある 125 17.9
2 238 34.0
3 どちらともいえない 274 39.1
4 49 7.0
5 夢がない 14 2.0
合計 700 100.0
Q13_6 太陽光発電などの再生可能エネルギー 




1 夢がある 222 31.7
2 262 37.4




5 夢がない 7 1.0
合計 700 100.0
Q13_7 科学技術全般 




1 夢がある 231 33.0
2 297 42.4
3 どちらともいえない 156 22.3
4 11 1.6
5 夢がない 5 .7
合計 700 100.0
Q14_1 宇宙飛行士による宇宙探査 




1 必要 163 23.3
2 254 36.3
3 どちらともいえない 224 32.0
4 41 5.9








1 必要 231 33.0
2 276 39.4
3 どちらともいえない 164 23.4
4 17 2.4
5 不必要 12 1.7
合計 700 100.0
Q14_3 難病治療のための医療技術 




1 必要 383 54.7
2 196 28.0
3 どちらともいえない 101 14.4
4 13 1.9
5 不必要 7 1.0
合計 700 100.0
Q14_4 遺伝子組換え技術 




1 必要 106 15.1
2 196 28.0
3 どちらともいえない 312 44.6
4 59 8.4
5 不必要 27 3.9
合計 700 100.0
Q14_5 インターネットなどの情報通信技術 




1 必要 202 28.9
2 261 37.3
3 どちらともいえない 210 30.0
4 17 2.4
5 不必要 10 1.4
合計 700 100.0
Q14_6 太陽光発電などの再生可能エネルギー 




1 必要 327 46.7
2 231 33.0
3 どちらともいえない 125 17.9
4 12 1.7
5 不必要 5 .7
合計 700 100.0
Q14_7 科学技術全般 




1 必要 298 42.6
2 264 37.7
3 どちらともいえない 127 18.1
4 7 1.0
5 不必要 4 .6
合計 700 100.0
Q15_1 宇宙飛行士による宇宙探査 




1 信頼できる 154 22.0
2 268 38.3
3 どちらともいえない 248 35.4
4 19 2.7










1 信頼できる 154 22.0
2 285 40.7
3 どちらともいえない 238 34.0
4 14 2.0
5 信頼できない 9 1.3
合計 700 100.0
Q15_3 難病治療のための医療技術 




1 信頼できる 164 23.4
2 305 43.6
3 どちらともいえない 211 30.1
4 14 2.0
5 信頼できない 6 .9
合計 700 100.0
Q15_4 遺伝子組換え技術 




1 信頼できる 71 10.1
2 173 24.7
3 どちらともいえない 342 48.9
4 78 11.1
5 信頼できない 36 5.1
合計 700 100.0
Q15_5 インターネットなどの情報通信技術 




1 信頼できる 117 16.7
2 262 37.4
3 どちらともいえない 286 40.9
4 25 3.6
5 信頼できない 10 1.4
合計 700 100.0
Q15_6 太陽光発電などの再生可能エネルギー 
  度数 ％ 




3 どちらともいえない 224 32.0
4 18 2.6
5 信頼できない 7 1.0
合計 700 100.0
Q15_7 科学技術全般 




1 信頼できる 150 21.4
2 305 43.6
3 どちらともいえない 230 32.9
4 11 1.6
5 信頼できない 4 .6
合計 700 100.0
Q16_1 宇宙飛行士による宇宙探査 




1 理解できている 70 10.0
2 192 27.4
3 どちらともいえない 279 39.9
4 111 15.9








1 理解できている 69 9.9
2 200 28.6
3 どちらともいえない 281 40.1
4 105 15.0
5 理解できていない 45 6.4
合計 700 100.0
Q16_3 難病治療のための医療技術 




1 理解できている 69 9.9
2 189 27.0
3 どちらともいえない 285 40.7
4 110 15.7









1 理解できている 52 7.4
2 120 17.1
3 どちらともいえない 324 46.3
4 146 20.9
5 理解できていない 58 8.3
合計 700 100.0
Q16_5 インターネットなどの情報通信技術 




1 理解できている 64 9.1
2 188 26.9
3 どちらともいえない 313 44.7
4 94 13.4
5 理解できていない 41 5.9
合計 700 100.0
Q16_6 太陽光発電などの再生可能エネルギー 




1 理解できている 82 11.7
2 228 32.6
3 どちらともいえない 285 40.7
4 75 10.7
5 理解できていない 30 4.3
合計 700 100.0
Q16_7 科学技術全般 




1 理解できている 56 8.0
2 173 24.7
3 どちらともいえない 338 48.3
4 88 12.6
5 理解できていない 45 6.4
合計 700 100.0
Q17_1 宇宙飛行士による宇宙探査 




1 関心がある 164 23.4
2 240 34.3
3 どちらともいえない 180 25.7
4 79 11.3








1 関心がある 161 23.0
2 248 35.4
3 どちらともいえない 177 25.3
4 77 11.0
5 関心がない 37 5.3
合計 700 100.0
Q17_3 難病治療のための医療技術 




1 関心がある 200 28.6
2 265 37.9
3 どちらともいえない 161 23.0
4 48 6.9
5 関心がない 26 3.7
合計 700 100.0
Q17_4 遺伝子組換え技術 




1 関心がある 102 14.6
2 172 24.6
3 どちらともいえない 275 39.3
4 110 15.7
5 関心がない 41 5.9
合計 700 100.0
Q17_5 インターネットなどの情報通信技術 




1 関心がある 123 17.6
2 254 36.3
3 どちらともいえない 236 33.7
4 59 8.4









1 関心がある 186 26.6
2 244 34.9
3 どちらともいえない 195 27.9
4 51 7.3
5 関心がない 24 3.4
合計 700 100.0
Q17_7 科学技術全般 




1 関心がある 143 20.4
2 257 36.7
3 どちらともいえない 222 31.7
4 53 7.6
5 関心がない 25 3.6
合計 700 100.0
Q18_1 宇宙飛行士による宇宙探査 




1 安全 19 2.7
2 94 13.4
3 どちらともいえない 298 42.6
4 197 28.1








1 安全 105 15.0
2 209 29.9
3 どちらともいえない 288 41.1
4 74 10.6
5 危険 24 3.4
合計 700 100.0
Q18_3 難病治療のための医療技術 




1 安全 57 8.1
2 189 27.0
3 どちらともいえない 373 53.3
4 71 10.1
5 危険 10 1.4
合計 700 100.0
Q18_4 遺伝子組換え技術 




1 安全 15 2.1
2 93 13.3
3 どちらともいえない 347 49.6
4 167 23.9
5 危険 78 11.1
合計 700 100.0
Q18_5 インターネットなどの情報通信技術 




1 安全 70 10.0
2 170 24.3
3 どちらともいえない 368 52.6
4 74 10.6
5 危険 18 2.6
合計 700 100.0
Q18_6 太陽光発電などの再生可能エネルギー 




1 安全 121 17.3
2 235 33.6
3 どちらともいえない 297 42.4
4 39 5.6
5 危険 8 1.1
合計 700 100.0
Q18_7 科学技術全般 




1 安全 41 5.9
2 193 27.6
3 どちらともいえない 410 58.6
4 45 6.4
5 危険 11 1.6
合計 700 100.0
Q19_1 宇宙飛行士による宇宙探査 
  度数 ％ 






3 どちらともいえない 221 31.6
4 36 5.1








1 将来性あり 218 31.1
2 257 36.7
3 どちらともいえない 190 27.1
4 24 3.4
5 将来性なし 11 1.6
合計 700 100.0
Q19_3 難病治療のための医療技術 




1 将来性あり 289 41.3
2 254 36.3
3 どちらともいえない 135 19.3
4 14 2.0
5 将来性なし 8 1.1
合計 700 100.0
Q19_4 遺伝子組換え技術 




1 将来性あり 123 17.6
2 201 28.7
3 どちらともいえない 313 44.7
4 43 6.1
5 将来性なし 20 2.9
合計 700 100.0
Q19_5 インターネットなどの情報通信技術 




1 将来性あり 185 26.4
2 248 35.4
3 どちらともいえない 230 32.9
4 30 4.3
5 将来性なし 7 1.0
合計 700 100.0
Q19_6 太陽光発電などの再生可能エネルギー 




1 将来性あり 268 38.3
2 243 34.7
3 どちらともいえない 167 23.9
4 15 2.1
5 将来性なし 7 1.0
合計 700 100.0
Q19_7 科学技術全般 




1 将来性あり 220 31.4
2 293 41.9
3 どちらともいえない 168 24.0
4 13 1.9
5 将来性なし 6 .9
合計 700 100.0
Q20_1 宇宙飛行士による宇宙探査 




1 貢献する 112 16.0
2 174 24.9
3 どちらともいえない 293 41.9
4 82 11.7








1 貢献する 153 21.9
2 234 33.4
3 どちらともいえない 233 33.3
4 54 7.7
5 貢献しない 26 3.7
合計 700 100.0
Q20_3 難病治療のための医療技術 
  度数 ％ 
有
効




数 3 どちらともいえない 164 23.4
4 20 2.9
5 貢献しない 14 2.0
合計 700 100.0
Q20_4 遺伝子組換え技術 




1 貢献する 100 14.3
2 184 26.3
3 どちらともいえない 311 44.4
4 77 11.0
5 貢献しない 28 4.0
合計 700 100.0
Q20_5 インターネットなどの情報通信技術 




1 貢献する 187 26.7
2 248 35.4
3 どちらともいえない 220 31.4
4 29 4.1
5 貢献しない 16 2.3
合計 700 100.0
Q20_6 太陽光発電などの再生可能エネルギー 




1 貢献する 256 36.6
2 257 36.7
3 どちらともいえない 153 21.9
4 22 3.1
5 貢献しない 12 1.7
合計 700 100.0
Q20_7 科学技術全般 




1 貢献する 212 30.3
2 289 41.3
3 どちらともいえない 171 24.4
4 18 2.6
5 貢献しない 10 1.4
合計 700 100.0
Q21_1 年金や医療保険などの社会保障 




1 増やすべき 244 34.9
2 252 36.0
3 どちらともいえない 169 24.1
4 21 3.0
5 減らすべき 14 2.0
合計 700 100.0
Q21_2 自衛隊などの防衛関係 




1 増やすべき 84 12.0
2 170 24.3
3 どちらともいえない 311 44.4
4 96 13.7
5 減らすべき 39 5.6
合計 700 100.0
Q21_3 道路整備や防災などの公共事業 




1 増やすべき 88 12.6
2 254 36.3
3 どちらともいえない 273 39.0
4 62 8.9
5 減らすべき 23 3.3
合計 700 100.0
Q21_4 宇宙飛行士による宇宙開発 




1 増やすべき 43 6.1
2 166 23.7
3 どちらともいえない 359 51.3
4 86 12.3
5 減らすべき 46 6.6
合計 700 100.0
Q21_5 無人の衛星などによる宇宙開発 




1 増やすべき 64 9.1
2 206 29.4
3 どちらともいえない 339 48.4
4 60 8.6









1 増やすべき 221 31.6
2 311 44.4
3 どちらともいえない 150 21.4
4 14 2.0
5 減らすべき 4 .6
合計 700 100.0
Q21_7 遺伝子組換え技術 




1 増やすべき 37 5.3
2 122 17.4
3 どちらともいえない 372 53.1
4 119 17.0
5 減らすべき 50 7.1
合計 700 100.0
Q21_8 インターネットなどの情報通信技術 




1 増やすべき 70 10.0
2 215 30.7
3 どちらともいえない 360 51.4
4 43 6.1
5 減らすべき 12 1.7
合計 700 100.0
Q21_9 太陽光発電などの再生可能エネルギー 




1 増やすべき 222 31.7
2 272 38.9
3 どちらともいえない 184 26.3
4 15 2.1
5 減らすべき 7 1.0
合計 700 100.0
Q21_10 その他の科学技術・教育 
  度数 ％ 
有
効
1 増やすべき 144 20.6
2 295 42.1
数 3 どちらともいえない 249 35.6
4 10 1.4








1   0～1999 円 40 5.7
2   2000～3999 円 299 42.7
3   4000～5999 円 280 40.0
4   6000～7999 円 60 8.6
5   8000～10000 円 21 3.0
合計 700 100.0
Q22 １万円の税金を割り振って下さい：防衛 




1   0～1999 円 344 49.1
2   2000～3999 円 331 47.3
3   4000～5999 円 23 3.3
4   6000～7999 円 1 .1








1   0～1999 円 224 32.0
2   2000～3999 円 443 63.3
3   4000～5999 円 30 4.3
4   6000～7999 円 1 .1








1   0～1999 円 163 23.3
2   2000～3999 円 444 63.4
3   4000～5999 円 78 11.1
4   6000～7999 円 14 2.0










1   0～1999 円 331 47.3
2   2000～3999 円 349 49.9
3   4000～5999 円 18 2.6
5   8000～10000 円 2 .3
合計 700 100.0
Q23 １万円の税金を割り振って下さい：医療 




1   0～1999 円 68 9.7
2   2000～3999 円 403 57.6
3   4000～5999 円 186 26.6
4   6000～7999 円 30 4.3








1   0～1999 円 562 80.3
2   2000～3999 円 134 19.1








1   0～1999 円 385 55.0
2   2000～3999 円 304 43.4
3   4000～5999 円 9 1.3








1   0～1999 円 162 23.1
2   2000～3999 円 420 60.0
3   4000～5999 円 93 13.3
4   6000～7999 円 18 2.6








1   0～1999 円 55 7.9
2   2000～3999 円 164 23.4
3   4000～5999 円 320 45.7
4   6000～7999 円 136 19.4








1   0～1999 円 11 1.6
2   2000～3999 円 61 8.7
3   4000～5999 円 313 44.7
4   6000～7999 円 209 29.9
5   8000～10000 円 106 15.1
合計 700 100.0
Q25 宇宙税への賛否 




1 賛成 35 5.0
2 どちらかといえば賛成 115 16.4
3 どちらともいえない 223 31.9
4 どちらかといえば反対 149 21.3
5 反対 178 25.4
合計 700 100.0
Q26_1 職業威信： プロスポーツ選手 









6 低い 17 2.4
合計 700 100.0
Q26_2 職業威信： 中小企業の事務員 
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6 低い 99 14.1
合計 700 100.0
Q26_3 職業威信： 医師 









6 低い 2 .3
合計 700 100.0
Q26_4 職業威信： 大工 









6 低い 30 4.3
合計 700 100.0
Q26_5 職業威信： 中小企業の経営者 









6 低い 11 1.6
合計 700 100.0
Q26_6 職業威信： 商店の店員 
  度数 ％ 







6 低い 148 21.1
合計 700 100.0
Q26_7 職業威信： レストランのコック 









6 低い 38 5.4
合計 700 100.0
Q26_8 職業威信： 自動車修理工 









6 低い 59 8.4
合計 700 100.0
Q26_9 職業威信： 市役所の課長 









6 低い 26 3.7
合計 700 100.0
Q26_10 職業威信： 服飾デザイナー 











6 低い 17 2.4
合計 700 100.0
Q26_11 職業威信： 警察官 









6 低い 9 1.3
合計 700 100.0
Q26_12 職業威信： 大会社の営業担当社員 









6 低い 23 3.3
合計 700 100.0
Q26_13 職業威信： 小学校の教諭(先生) 









6 低い 12 1.7
合計 700 100.0
Q26_14 職業威信： 看護婦 









6 低い 13 1.9
合計 700 100.0
Q26_15 職業威信： 農業 









6 低い 55 7.9
合計 700 100.0
Q26_16 職業威信： ウェイトレス 









6 低い 181 25.9
合計 700 100.0
Q26_17 職業威信： バス運転手 









6 低い 59 8.4
合計 700 100.0
Q26_18 職業威信： 小売店主 













Q26_19 職業威信： 自動車設計技術者 









6 低い 14 2.0
合計 700 100.0
Q26_20 職業威信： 土木・建築の現場監督 









6 低い 17 2.4
合計 700 100.0
Q26_21 職業威信： 宇宙飛行士 









6 低い 9 1.3
合計 700 100.0
Q26_22 職業威信： 宇宙開発技術者 









6 低い 10 1.4
合計 700 100.0
Q27 雇用形態 




1 常時雇用の職員・従業員 210 30.0
2 パート・アルバイト 115 16.4
3 派遣社員 15 2.1




6 学生・無職・専業主婦 263 37.6
7 わからない 4 .6
合計 700 100.0
Q28.1 宇宙飛行士の知人がいるか？ 




0 いない 699 99.9
1 いる 1 .1
合計 700 100.0
Q28.2 NASA や JAXA で働く知人がいるか？ 




0 いない 689 98.4
1 いる 11 1.6
合計 700 100.0
Q28.3 天文台で働く知人がいるか？ 




0 いない 694 99.1
1 いる 6 .9
合計 700 100.0
Q28.4 プラネタリウムで働く知人がいるか？ 




0 いない 696 99.4
1 いる 4 .6
合計 700 100.0
Q28.5 占星術師の知人がいるか？ 




0 いない 698 99.7









0 いない 700 100.0
Q28.7 上の職業の知人等はいない？ 




0 いる 20 2.9
1 いない 680 97.1
合計 700 100.0
Q29 最終学校 




1 中学 79 11.3
2 高校 321 45.9
3 高専 5 .7
4 短大 46 6.6
5 専門学校 50 7.1
6 大学 178 25.4
7 大学院 21 3.0
合計 700 100.0
Q30 最終学歴の卒業・中退 




1 卒業 612 87.4
2 中退 61 8.7
3 在学中 27 3.9
合計 700 100.0
Q31 世帯収入 




1 なし 13 1.9
2 70 万円未満 12 1.7
3 70～100 万円未満 11 1.6
4 100～130 万円未満 10 1.4
5 130～150 万円未満 8 1.1
6 150～250 万円未満 58 8.3
7 250～350 万円未満 95 13.6
8 350～450 万円未満 86 12.3
9 450～550 万円未満 72 10.3
10 550～650 万円未満 59 8.4
11 650～750 万円未満 54 7.7
12 750～850 万円未満 30 4.3
13 850～1,000 万円未満 52 7.4
14 1,000～1,200 万円未満 24 3.4
15 1,200～1,400 万円未満 7 1.0
16 1,400～1,600 万円未満 6 .9
17 1,600～1,850 万円未満 2 .3
18 1,850～2,300 万円未満 2 .3
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